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第１号議案

（単位：円）

科　　　　　目
平成１８年度
当初予算額

補正額 補正後予算額 備   考

Ⅰ　収入の部

　１．緑の募金収入 35,000,000 △ 8,500,000 26,500,000

　２．負担金収入 1,897,000 147,000 2,044,000
ＴＶＣＭほか
国土緑推進　1,150千円
各府県負担金　894千円

　３．運用財産利息収入 0 5,000 5,000

当期収入合計　　　　　（Ａ） 36,897,000 △ 8,348,000 28,549,000

前期繰越収支差額　　  （Ｂ) 8,342,731 666,724 9,009,455

収入合計
（Ｃ）＝（Ａ）+（Ｂ）

45,239,731 △ 7,681,276 37,558,455

Ⅱ　支出の部

　１．緑の募金運動推進普及費 7,900,000 △ 1,600,000 6,300,000

　　　普及資材整備費 5,400,000 △ 900,000 4,500,000 募金箱、バッジの製
作、緑の羽根、ポス
ター等の資材購入等

　　　募金活動費 2,500,000 △ 700,000 1,800,000 市町村等説明会、ポ
スター・羽根等資材
発送

　２．森林の整備 7,600,000 700,000 8,300,000

　　　みどりづくりの輪推進費 4,000,000 0 4,000,000 実施団体数 ２０団体
・森林整備　 ９団体
・ビオトープ整備
　　　　　　 ８団体
・市街地緑化 ３団体

　　　里山づくり推進費 2,000,000 1,300,000 3,300,000 堀河の森、三草山、
地黄湿地、男神社 他

　　　こどもの森のくにづくり事業費 600,000 △ 400,000 200,000 いずみの森、能勢町

　　　緑の少年団育成事業費 500,000 △ 200,000 300,000 １０団体、３８３人

　　　ネットワーク化事業費 500,000 0 500,000 情報交流等

平成１８年度「緑の募金」収支補正予算について　（案）

 

 
 



　３．緑化活動・普及啓発費 15,597,000 △ 203,000 15,394,000

　　　　緑化活動交付金 8,800,000 △ 800,000 8,000,000 募金団体による地域
緑化の推進

　　　　大阪府植樹祭開
　　　　催費

500,000 0 500,000 第５４回 大東市
・緑化功労者表彰
・緑化ポスター入選
　者表彰
・記念植樹等

　　　　ポスターコンク
　　　　ール等事業費

400,000 △ 103,000 297,000 参加者数 1,617人
応募点数   408点
入賞　　 　 22点

　　　　中央交付金 1,500,000 0 1,500,000 国土緑化推進機構へ
の中央交付金

　　　　普及啓発費 4,397,000 700,000 5,097,000 普及啓発チラシ作
成、ＴＶＣＭ、つる
植物の種子

　４．事務費 4,500,000 △ 1,500,000 3,000,000

　５．予備費 1,300,000 △ 1,300,000 0

当期支出合計　　　　　（Ｄ) 36,897,000 △ 3,903,000 32,994,000

当期収支差額
(Ａ) - (Ｄ)

0 △ 4,445,000 △ 4,445,000

次期繰越収支差額
(Ｃ）-（Ｄ)

8,342,731 △ 3,778,276 4,564,455
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第２号議案 

 

平成１９年度「緑の募金」事業計画 

 
緑化の推進や森林の整備は、生活環境の保全や災害の防止、水資源の確保など府民の健

康で文化的な生活を確保する上で欠く事のできない役割を果たしている。 
現在及び将来の世代にわたって豊かな緑に恵まれた生活を維持する事ができるよう、府

民の自発的な緑化活動を推進するため、「緑の募金」事業を積極的に展開する。 
 
１． 緑の募金運動の推進普及経費（予算 ６，０１８ 千円） 

（１）普及資材の整備 

    ①募金活動と普及のための資材を整備する。 
         ○緑の羽根 ： 緑の募金への協力、普及のシンボルとするため緑の羽根を

購入する。 
○緑化バッジ： 大阪独自の緑化バッジを作成してきたが、１９年度は、和

泉葛城山ブナ林や北摂の山林に自生するホオノキをデザイン

したピンバッジを製作する。 
○ストラップ： 街頭や職場募金に取り組み易いようドングリ銀行キャラク

ターなどをデザインしたストラップを製作する。 
○ポスター、チラシ等資材 

緑化運動推進と普及啓発の拡充を図るため、市町村小中学

や交通機関の駅舎等に募金を呼びかけるポスターを掲示でき

るよう購入する。また、チラシや募金箱などの必要な資材を

購入する。 
   （２）募金活動の推進 

① 街頭募金、学校募金、職場募金、企業募金等により実施し、募金目標額は３

０，０００千円とする。 
②  募金にあたっては、ボーイスカウト、ガールスカウト、緑の少年団などの青
少年団体、地域婦人団体などの協力により街頭募金を実施し、広く府民に募金

への協力を呼びかける。 
③  企業、店舗、公共機関の窓口での募金を推進するため、約１７７団体に募金
箱を設置している。１９年度においても引き続き協力を要請する。 
④  大阪府と経済団体の協力を得て、企業への募金依頼を行う。       

     ○平成１８年１０月、トラスト協会で大阪商工会議所に加入。今後、同会会報

への募金広告掲載。会員へのダイレクトメール発送により募金協力を呼びか

ける。 
○労働関係団体、社会貢献団体にも募金の依頼を行う。 

    ⑤ 各団体の社会貢献活動にかかる考え方が成熟していく中、使い道を指定する

寄付も増加しつつある。このため、緑の募金においても「緑の募金法」の趣旨

の範囲で使途指定寄付の要望に答えていく。 



     ⑥ 緑の募金の周知を図るため、普及啓発・広報活動の拡充を図る。 
○募金強化月間 

   ＜春 季＞ 平成 19 年４月１日から５月３１日及び 
       平成 20 年３月１日から３月３１日 

      ＜秋 季＞ 平成 19 年９月１日から１０月３１日 
     ○街頭キャンペーン 
      ＜春期＞ 

・街頭キャンペーン 
４月１日   阪急電鉄梅田駅構内 

          ４月中・下旬 南海なんばパークス 
          ４月下旬   近鉄電車阿部野駅構内 
          ５月中旬   道頓堀（ミナミ活性化委員会） 
       ・テレビＣＭ   ４月１日~４月３０日 
      ＜秋季＞ 

・街頭キャンペーン 
          ９月上旬～中旬 南海なんばパークスほか 
     ○クラフト教室の開催 

市町村、府の各種緑化行事等において、里山づくりで得られた小枝、竹等

によるクラフト教室を開催し、募金活動を実施する。 
 実施場所等：大阪府植樹祭、府、市町村主催の緑化、環境、 

文化イベント、農業祭など 
    ⑦ 街頭や職場などにおいて、募金の取り組みやすさを確保するため募金資材の

質やデザインの向上を図る取り組みを行う。 
 
      （３）募金運動協力団体 
 募 金 協 力 者 備   考  

 大阪市立各学校 大阪市内各小中学校、幼稚園  

 市町村立各学校(除､大阪市) 各市町村教育委員会  

 府立学校 府立高等学校長協会  

 私立学校 大阪府私立中学校高等学校連合会 
 

 

 幼稚園、専修学校・各種学校   

 ボーイスカウト各団 日本ボーイスカウト大阪連盟  

 ガールスカウト各団 (社)ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ日本連盟大阪府支部  

 緑の少年団   

 経済団体 関西経済連合会・商工会議所・商工会  

 女性団体 府・市地域協議会  



企業・団体 

ＮＴＴドコモ関西、大阪トヨタ自動車、

トヨタカローラ南海、イオン西日本カン

パニー、大阪ゼロックス、大阪府石油商

業組合、日本損害保険代理業協会など

約１１０社 

農業関係団体 

大阪府農業協同組合中央会、各農業協同

組合、大阪府農業協同組合連合会、大阪

府信用農業組合連合会、全国共済農業協

同組合連合会大阪府本部 

生活協同組合 大阪府生活協同組合連合会、大阪いずみ

市民生活協同組合 
 

市町村緑化推進委員会   

 
大阪府関係機関 農林水産関係、大阪府警察本部、府税事

務所、保健所等 
 

 その他 森林管理局、木材連合会、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体  

※ 募金の成果については、大阪府公報平成１９年６月号に登載するととも

に、当協会の会報、ホームページにおいて分かりやすく掲載する。 
２．緑化推進・森林の整備事業費（予算 ８，０００ 千円） 
   （１）みどりづくりの輪の推進 

      府内の緑化、森林整備、自然環境の保全活動を実施する団体に助成し、良好

な森林の保全や市街地の緑化を推進する。 

平成１９年度においても、市民団体、青少年活動団体、里山保全活動団体、

学校ビオトープを進める団体等が行う活動を支援するため、大阪府の地域特性

に配慮し、学校や市街地の緑化に重点を置きながら 25 箇所を助成目標とし、以

下の活動に助成する。 

・森林において植林や育林を行う活動 

・市街地における緑化活動 

・学校等における野生生物の生息空間に配慮した緑化及び森林等の保全活

動 

（12 年度～18 年度実績 計：118 箇所、24,769 千円を支援） 

   （２）里山づくりの推進 

      里山の多様な自然環境を保全すると共に良好な里山景観をよみがえらせるた

め、トラスト協会の活動地としてボランティアや企業、団体の協力を得ながら、

間伐、下刈り、つる切り等の整備を行う。 

・ 泉南市 堀河の森（１１ｈａ） 

・ 能勢町 地黄湿地（１７．７ha）  等 

   （３）緑の少年団の育成 

      子供たちが緑や自然にふれあい、緑化意識が高められるよう、大阪府緑の少

年団連盟に対して活動助成を行う。 



       （緑の少年団 10 団体 383 人） 

   （４）ボランティア活動のネットワーク化 

      現在、大阪府下では約９０のみどりに関わる団体が活動を行っており、平成

18 年度には、この団体の協力を得て「森林と市民を結ぶ全国の集い」を実施し

た。 

平成 19 年度からは、一層連携を強化し、それぞれの団体の質的向上を図る。

このため、当協会のホームページ上に各団体の活動状況を紹介するとともに、

情報の交換、協同事業などを積極的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

３．緑化の活動と普及啓発費（予算 １４，５２８ 千円） 

   （１）募金団体を通しての地域緑化の推進 

      募金運動に参加したボーイスカウト、ガールスカウト、緑の少年団などの団

体や幼少中学校の児童生徒等により地域や学校の緑化を進める。 

      （18 年度緑化等交付見込み額   約９００件  ８，０００千円） 

（２）行政との連携 

地球温暖化やヒートアイランド対策など大阪府や市町村が進める緑化施策と

連携し、地域緑化の取り組みを推進すると共に、学校や家庭など地域における

募金活動の充実に努める。 

   （３）大阪府植樹祭の実施 

      春の募金強化月間において、大阪府と市町村、トラスト協会が共同して大阪

府植樹祭を開催し、緑化功労者、緑化運動ポスターコンクールの入賞者の表彰

や市民参加による緑化の体験活動などを行い、緑の募金を府民運動として展開

する。 

平成１９年度 第５５回大阪府植樹祭 

・主催 ：大阪府、茨木市、（財）大阪みどりのトラスト協会 

      ・日時 ：平成１９年４月２８日（土）１０時 

・場所 ：茨木市 彩都あさぎ里山公園 

（１８年度 大東市 末広公園） 

「みどりの月間」は４月１５日から５月１４日まで。 
「みどりの日」は５月４日に閣議決定（18.8.8）。 

（４）緑化功労者の表彰 

      大阪府下の緑化活動や森林整備等に功績のあった団体・個人を大阪みどりの

トラスト協会緑化功労者として大阪府植樹祭において表彰する。（18 年度は、

個人１名と５団体を表彰） 

   （５）国土緑化運動ポスターコンクール 



      国土緑化運動を推進するためのポスター原画コンクールを実施し、優秀作品

を大阪府植樹祭で表彰する。 

       18 年度（19 年度用）ポスターコンクール実施状況 

応募者数 1,299 人、応募点数 235 点 

       国土緑化推進機構主催全国コンクール入選  1 点 

大阪みどりのトラスト協会賞 ２２点 

   （６）国土緑化推進機構を通じた緑化活動の推進 

      （社）国土緑化推進機構に対して緑の募金の３％相当額に５００千円を加え

た額を交付し、同機構を通じて広域的な緑化の推進や森林整備に寄与する。 

   （７）普及啓発活動の拡充 

募金目標額の達成とより多くの府民のみなさんに緑の募金運動に参加しても

らうため、広報活動を行う。 

①緑の募金テレビＣＭ（平成１７年度から実施） 

国土緑化推進機構が作成したＣＭを活用し、府県が共同して効果的に周

知を図るため、近畿６府県と共同テレビＣＭを実施する。 

②ポスターの配布、掲示 

  府、市関係機関及び小中学校においてポスターの配布、掲示を依頼する。 

③市町村広報への掲載依頼 

  大阪府の協力を得ながら、市町村広報誌への緑の月間の広報と合わせて

緑の募金運動の記事掲載を依頼する。 

④報道機関への情報提供 

  募金キャンペーンの開始やトピックス、助成事業、事業成果などを報道

機関に提供する。 

 

 

４．募金推進事務（予算額 ３，０００ 千円） 

     募金運動を実施するための説明会の開催経費、振り込み手数料、非常勤賃金等

の緑の募金事業推進に伴う事務的経費を支出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第３号議案

（単位：円）

科　　　　　目
平成１９年度
予算額

平成１８年度
当初予算額

差異 備   考

Ⅰ　収入の部

　１．緑の募金収入 30,000,000 35,000,000 △ 5,000,000

　２．負担金収入 1,841,000 1,897,000 △ 56,000
ＴＶＣＭ：
国土緑推進 1,000千円
各府県負担金 841千円

　３．運用財産利息収入 5,000 0 5,000

当期収入合計　　　　　（Ａ） 31,846,000 36,897,000 △ 5,051,000

前期繰越収支差額　　（Ｂ) 4,564,455 8,342,731 △ 3,778,276

収入合計　　　　　　　　（Ｃ）
＝（Ａ）+（Ｂ）

36,410,455 45,239,731 △ 8,829,276

Ⅱ　支出の部

　１．緑の募金運動推進普及費 6,018,000 7,900,000 △ 1,882,000

　　　普及資材整備費 4,218,000 5,400,000 △ 1,182,000 募金箱及びバッジの製
作、緑の羽根及びポス
ター等の資材購入等

　　　募金活動費 1,800,000 2,500,000 △ 700,000 市町村等説明会、ポス
ター・羽根等資材発送

　２．緑化推進・森林の整備事業費 8,000,000 7,600,000 400,000

　　　みどりづくりの輪推進費 5,000,000 4,000,000 1,000,000

　　　里山づくり推進費 2,200,000 2,000,000 200,000 堀河の森、地黄湿地
他

　　　こどもの森のくにづくり事業費 0 600,000 △ 600,000

　　　緑の少年団育成事業費 300,000 500,000 △ 200,000

　　　ネットワーク化事業費 500,000 500,000 0 情報交流等

平成１９年度「緑の募金」収支予算について　（案）

 
 
 
 
 



　３．緑化活動・普及啓発費 14,528,000 15,597,000 △ 1,069,000

　　　　緑化活動交付金 9,000,000 8,800,000 200,000 募金団体を通じた緑化
活動

　　　　大阪府植樹祭開
　　　　催費

500,000 500,000 0 第５５回 茨木市
・緑化功労者表彰
・緑化ポスター入選
　者表彰
・記念植樹等

　　　　ポスターコンク
　　　　ール等事業費

300,000 400,000 △ 100,000 国土緑化ポスター原画
募集
・小学校の部
・中学校の部
・高等学校の部

　　　　中央交付金 1,500,000 1,500,000 0 国土緑化推進機構を通
じた緑化等
・募金額×３％＋５０
０千円

　　　　普及啓発費 3,228,000 4,397,000 △ 1,169,000 TVCM、普及啓発ちらし

　４．事務費 3,000,000 4,500,000 △ 1,500,000 振込手数料、賃金等

　５．予備費 300,000 1,300,000 △ 1,000,000

当期支出合計　　　　　（Ｄ) 31,846,000 36,897,000 △ 5,051,000

当期収支差額
(Ａ) - (Ｄ)

0 0 0

次期繰越収支差額
(Ｃ）-（Ｄ)

4,564,455 8,342,731 △ 3,778,276
 


